
ネットワーク指向型センサ/ディスプレイ基盤のうちセンサにあたる部
分をMicrosoftのKinectを用い、Kinectで取得できる情報を配信するた

めのセンサ情報配信サーバとしてキネクトサーバからイベント検知に
必要な情報を手に入れる。

イベント検知部で処理された結果は可視化サーバを介してネットワー
クを通じたビューワに表示することが可能。

Microsoft Kinect

Mac Mini

•Kinect SDK v1.8:
•ZMQ: 
•MessagePack:

使用ライブラリ

Kinectから
• 色情報
• 深度情報
• スケルトン情報
を取得し, ネットワークを通じてクライ
アントに提供する。

天井に設置されたKinect

池上貴之，松尾直志，島田伸敬 立命館大学情報理工学部知能情報学科

分散配置RGB-Dカメラのためのネットワーク指向型センサ/ディスプレイ基盤

1.はじめに

本研究では人の動きのモニタリングに加えて，人が置き忘れた物体や、
紛失した物体の捜査，検索を手助けする環境を構築することを目指す。
• センサ
• ディスプレイ
• 可視化サーバ
• センサ情報処理部
をネットワーク上に複数分散配置したネットワーク指向型センサ/ディスプ
レイ基盤の構築を目指す。

入力画像 推定背景画像 差分画像

Kazuhiro Maki, Noriaki Katayama, Nobutaka Shimada, 
Yoshiaki Shirai (Ritsumeikan Univ.),
"Image-Based Automatic Detection of Indoor Scene 
Events and Interactive Inquiry",
The 19th International Conference on PATTERN 
RECOGNITION (ICPR2008), TuAT8.13, Tampa, Florida, 
USA, 8-11 Dec 2008.
.

複層型背景差分法により物体
の持ち込み・持ち去りを表現

持ち込み 持ち去り

複層型背景
新規レイヤー 新規レイヤー

レイヤー

差分領域

同じ形状があった場合同じ形状がない場合

レイヤー

連続に出現した差分から物体領域を求め, 物
体情報DBに登録する。過去に検出した物体領
域レイヤーと比較して近い領域があった場合
には「持ち去り」と, そうでない場合は「持ち込
み」と判別する。

2.システムの概要

イベント検知履歴

ネットワーク指向型センサ/ディスプレイ基盤の概念

Kinectから情報を取得する
ためのライブラリ
通信を行うためのライブラリ

複数のデータをまとめてシ
リアライズするライブラリ

4.イベント検知部

キネクトサーバから色情報と深度情報、スケルトン情報を取得して
イベント検知を行い、その結果を可視化サーバへ送る

6.今後の課題

Kinect• Kinectを用いたキネクトサーバ
の構造を利用してKinectv2によ
るキネクトサーバの実装を行う。

Kinectv2
• 複数の地点に配置したKinect

からの情報を処理した結果を
統合・空間を越えたイベント
の検知

• 場所と物体のテクスチャや形
状、人物、物体を使用する際
のジェスチャから機能毎に分
類された物体のカテゴライズ

3.キネクトサーバ

5.可視化サーバ

深度情報 色情報

コントローラ 可視化サーバ 認識/理解システム

ビューワ1
ビューワ2

物理センサ1 物理センサ2

センサ情報配信サーバ1 センサ情報配信サーバ2

プロバイダ1 プロバイダ2

ネットワーク指向型センサ/ディスプレイ基盤

コントローラ
（ブラウザ）

ビューワ1
（ブラウザ）

ビューワ2
（ブラウザ）

可視化サーバ

•プロバイダ

•認識/理解システム

•可視化サーバ
•コントローラ
•ビューワ

可視化
システム

コントローラ画面からはビューワ画面に表示したい情報を選択することが
可能。コントローラからはビューワ画面上のどこに情報を表示するか指定
でき、レイアウト変更はビューワ画面にリアルタイムに反映され鵜。

反
映

コントローラ画面

ビューワ画面

マウスドラッグで
レイアウト変更
可能


